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公共交通の
現在と将来について

若
桜
谷
の
公
共
交
通
を　

考
え
る
協
議
会
を
設
立

八
頭
町
と
若
桜
町
は
、
若
桜
谷
の
公
共

交
通
体
系
の
見
直
し
を
検
討
す
る
た
め
、

有
識
者
及
び
国
、
関
係
自
治
体
、
公
共
交

通
事
業
者
、
公
募
住
民
か
ら
な
る
「
若
桜

谷
の
公
共
交
通
を
考
え
る
協
議
会
」
を
6

月
5
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

第
1
回
協
議
会
は
6
月
5
日
、
八
頭
町

役
場
で
開
催
し
、
規
約
、
役
員
の
選
出
、

事
業
計
画
、
収
支
予
算
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
検
討
に
先
立
ち
、

現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
八
頭

町
と
若
桜
町
の
地
域
概
況
や
、
公
共
交
通

の
状
況
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

設
立
に
あ
た
り
、
八
頭
町
長
は
「
若
桜

鉄
道
は
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
り
、
基
金

も
数
年
後
に
は
底
を
つ
く
。
ま
た
路
線
バ

ス
も
負
担
が
増
え
て
い
る
。
少
子
・
高
齢

化
が
進
む
中
、
公
共
交
通
の
確
保
・
維
持

は
重
要
な
課
題
だ
が
、
町
財
政
も
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
し
か
し
『
地
域
の
こ
と
は

地
域
で
考
え
る
』
と
い
う
こ
と
が
、
片
山

知
事
の
話
に
も
あ
っ
た
。
八
頭
町
と
し
て

は
本
協
議
会
と
と
も
に
、
『
八
頭
町
の
公

共
交
通
検
討
委
員
会
』
も
設
立
す
る
。
町

と
同
様
に
町
民
も
こ
の
問
題
に
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
将

来
に
向
け
た
効
率
的
な
交
通
体
系
を
見
い

だ
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
長
に
就
任
し
た
鳥
取
大
学
工

学
部
の
喜
多
教
授
は
「
（
若
桜
谷
の
公
共

交
通
は
）
抜
き
差
し
な
ら
な
い
状
態
で
あ

る
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と
思
う
。

公
共
交
通
の
問
題
は
将
来
に
関
わ
る
意
義

の
高
い
問
題
。
こ
う
し
た
問
題
を
考
え
て

解
決
し
て
い
く
の
は
地
域
そ
の
も
の
な
の

で
、
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
行
・
運

営
形
態
な
ど
を
比
較
検
討
す
る
な
ど
し

て
、
最
適
な
公
共
交
通
体
系
（
案
）
を
年

内
に
導
き
出
す
予
定
で
す
。
協
議
概
要
は

広
報
や
ず
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
く
ほ
か
、
今
年
度
末
ま
で
に
報
告
書

を
ま
と
め
て
公
表
す
る
予
定
で
す
。 

○
公
共
交
通
現
況
の
ま
と
め

全
体
人
口
の
減
少
に
加
え
、
少
子
化
に

よ
る
通
学
者
（
公
共
交
通
利
用
主
体
）
も

減
少
し
て
お
り
、
公
共
交
通
利
用
対
象
者

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
鉄
道
、
路

線
バ
ス
の
い
ず
れ
も
赤
字
と
な
っ
て
お

り
、
税
収
は
減
収
傾
向
に
あ
る
な
か
、
自

治
体
負
担
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
鳥
取
県
の
路
線
バ
ス
補
助
制

度
見
直
し
や
、
若
桜
鉄
道
運
営
助
成
基

金
の
減
少
（
平
成
18
年
度
末
残
高
見
込

1
億
3
，6
0
0
万
円
）
な
ど
、公
共
交
通

維
持
環
境
が
変
化
し
、
自
治
体
負
担
は
よ

り
重
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
利
便
性
を
確

保
し
つ
つ
効
率
的
な
交
通
体
系
へ
の
見
直

し
が
不
可
欠
な
状
況
で
す
。

《
八
頭
町
総
務
課 

☎
76-

0
2
0
1
》

公共交通の
現在と将来について

○
協
議
会
の
構
成

会 

長             

　

鳥
取
大
学
工
学
部 

喜
多
秀
行
教
授 

副
会
長             

　

若
桜
町
長
、
八
頭
町
長      

監 

事             

　

鳥
取
県
企
画
部
長
、鳥
取
市
都
市
整
備 

　

部
長             

委 

員             

　

中
国
運
輸
局
鳥
取
運
輸
支
局
長
、
中

国
地
方
整
備
局
鳥
取
河
川
国
道
事
務
所

長
、 

若
桜
鉄
道
（
株
）
専
務
、
西
日
本

旅
客
鉄
道
（
株
）
米
子
支
社
次
長
、
日

本
交
通
（
株
）
及
び 

鳥
取
自
動
車
（
株
）

常
務
取
締
役
、
公
募
住
民
（
若
桜
町
及

び
八
頭
町
各
2
名
） 



安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
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7
月
12
日
（
水
）
〜
21
日
（
金
）
の
10

日
間
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
県
民
大
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

平
成
17
年
中
の
県
下
の
交
通
事
故
は
、

発
生
件
数
2
，
9
7
0
件
（
前
年
3
，

0
4
8
件
）、
死
者
45
人
（
前
年
51
人
）、

傷
者
3
，9
0
5
人（
前
年
3
，9
9
2
人
）

〈
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実
施
〉

郡
家
警
察
署
が
平
成
17
年
中
に
受
理
し

た
刑
法
犯
認
知
件
数
は
1
8
1
件
で
、
前

年
に
比
べ
て
78
件
減
少
し
ま
し
た
が
、
窃

盗
犯
が
全
体
の
約
70
%
を
占
め
て
お
り
、

自
動
販
売
機
狙
い
、
自
転
車
盗
、
車
上
狙

い
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
「
地
域

の
安
全
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う
安
全
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

6
月
30
日
（
木
）
郡
家
地
区
防
犯
協
議

会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
表

彰
者
（
団
体
）
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
や
学
校
保
護
者
会
へ
防

犯
器
材
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
郡
家
警
察
署
（
☎
72-

0
1
1
0
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
地
域
の
安
全
は

　
　
　
　

地
域
で
守
る
〉

○
防
犯
功
労
者
（
少
年
健
全
育
成
）

・
福
田
喜
美
恵
さ
ん
（
池　

田
）

・
垣
田　

 

穰 

さ
ん
（
福　

井
）

・
尾
崎　

淑
子
さ
ん
（
安
井
宿
）

○
優
良
子
ど
も
会

〔
郡
家
地
域
〕
福
地
子
ど
も
会

〔
船
岡
地
域
〕
福
井
子
ど
も
会

〔
八
東
地
域
〕
上
日
下
部
子
ど
も
会

防犯協議会総会のようす6/30

子どもが不
審な人に声を
かけられたり、
つきまとわれ
たり、車に乗
せられそうに
なったときな
ど、各種の犯
罪被害に遭い
そうになった

場合に、『子ども 110 番連絡所』
に助けを求めると、連絡所にい
る大人が子どもたちを保護しま
す。そして警察や保護者、学校
に連絡をし、子どもたちを守っ
てくれます。郡家警察署管内の
通学路を中心に、168 ヶ所設置
し、協力をお願いしています。

〈ご存知ですか ?
 子ども110番連絡所〉

と
件
数
、
死
者
、
傷
者
と
減
少
し
、
死
者

数
は
昭
和
37
年
以
来
43
年
ぶ
り
に
40
人
台

ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も

平
成
17
年
ま
で
に
50
人
以
下
と
す
る
鳥
取

県
交
通
安
全
計
画
の
目
標
に
つ
い
て
も
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
郡
家
警
察
署
管
内
で
は
、
発
生

件
数
57
件
（
前
年
57
件
）、死
者
4
人
（
前

年
5
人
）、
傷
者
80
人
（
前
年
71
人
）
と
、

件
数
、
死
者
、
傷
者
い
ず
れ
も
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
発
生
し
た
死
亡
事
故
は
、

4
人
の
う
ち
3
人
が
子
ど
も
と
高
齢
の
方

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
交
通
弱
者
」
と
い

わ
れ
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
死
亡
事
故
を
1
件

で
も
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
▽
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
率
の
向
上 

▽
交
通
安
全

教
育
の
推
進 

▽
交
通
指
導
取
り
締
ま
り

の
推
進 

▽
道
路
環
境
の
整
備 

等
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
も
関
係
の
皆
様

の
協
力
を
得
な
が
ら
各
種
対
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
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郡
家
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

全
日
本
学
童
野
球
全
国
大
会
に
出
場
決
定

6
月
24
・
25
日
、
倉
吉
市
営
野

球
場
な
ど
で
、
第
26
回
全
日
本
学

童
軟
式
野
球
鳥
取
県
予
選
大
会
が

開
催
さ
れ
、
各
地
区
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
強
豪
10
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。

郡
家
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
24

日
、
1
回
戦
の
余
子
（
境
港
市
）

と
の
試
合
を
3
対
0
で
、
2
回
戦

の
美
保
（
鳥
取
市
）
と
の
試
合
を

11
対
4
で
勝
ち
抜
き
、
ベ
ス
ト
4

に
残
り
ま
し
た
。
26
日
の
準
決
勝

で
は
、
羽
合
（
東
伯
郡
）
に
、

決
勝
戦
は
淀
江
（
米
子
市
）
に

勝
ち
、
見
事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

チ
ー
ム
を
率
い
る
林
監
督
は
、

「
鳥
取
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会

に
望
み
た
い
。
ベ
ス
ト
16
以
上
に

な
る
よ
う
全
員
野
球
で
が
ん
ば
り

ま
す
。
」
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ

ま
し
た
。
全
国
大
会
は
8
月
12
〜

17
日
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

郡家西少年野球クラブの皆さん

県大会優勝の報告に来庁

【準決勝】

羽　合（東伯郡）0 0 2 0 0 2  =4

郡家西（八頭町）0 0 1 0 3 1×=5

（１時間 30 分試合）

【決　勝】

淀　江（米子市）3 0 0 0 0 ×  =3

郡家西（八頭町）4 0 0 0 0 × =4

　　　　　（１時間 30 分試合）

平
成
18
年
6
月
26
〜
30
日
に
中

央
中
学
校
の
2
年
生
99
名
が
校
区

内
の
事
業
所
や
施
設
で
、
ま
た
平

成
18
年
7
月
10
〜
14
日
に
船
岡
中

学
校
の
2
年
生
31
名
が
八
頭
町
内

外
の
事
業
所
で
職
場
体
験
を
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
中
央
中
学
校

の
上
田
裕
哉
さ
ん
、
下
石
京
介
さ

ん
、
佐
々
木
美
里
さ
ん
と
船
岡
中

学
校
の
藤
田
涼
香
さ
ん
は
、
他
の

職
場
体
験
学
習
現
場
に
出
か
け
、

広
報
取
材
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま

た
こ
れ
ら
の
取
材
を
も
と
に
記
事

を
書
く
体
験
も
し
ま
し
た
。
友
達

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
記
事
の
取

り
ま
と
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
は
な
か
な
か
の
も
の
で
し
た
。

中
央
中
学
校
と
船
岡
中
学
校
生
徒
が

職
場
体
験
学
習　
　
　
　
　
　
　
　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

船岡給食センターで体験中
のようすを取材

ハピーマートで体験中のよ
うすを取材

こ
の
た
び
、
鳥
取
信
用
金
庫
様

よ
り
次
の
と
お
り
御
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

・
寄
付
金
額　

三
十
万
円

・
寄
付
申
込
者　

鳥
取
信
用
金

　
　

庫 

理
事
長 

藤
本
英
興

・
寄
付
の
内
容　

鳥
取
信
用
金

庫
創
立
50
周
年
記
念
継
続
事
業
の

一
環
と
し
て
、
障
害
者
福
祉
の
向

上
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

寄
付
の
お
礼

御寄付ありがとうございました



子どもたちの地域の安全は私がマモルンジャー
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船
岡
町
商
工
会
青
年
部
の
パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
式

7
月
3
日
、
船
岡
町
商
工
会
青

年
部
が
、
地
域
の
子
ど
も
を
守
る

活
動
の
一
環
と
し
て
、『
子
ど
も

を
マ
モ
ル
ン
ジ
ャ
ー
』
を
立
ち
上

げ
、
船
岡
町
商
工
会
館
前
か
ら
パ

ト
ロ
ー
ル
出
動
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
開
始
す
る
た
め

に
、青
年
部
で
は
自
費
で
ポ
ス
タ
ー

を
50
枚
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を

10
枚
作
成
し
ま
し
た
。
マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
は
青
年
部
員
13
名
が
業

務
で
使
用
す
る
車
両
等
に
貼
り
付

け
、
仕
事
で
車
を
走
ら
せ
る
時
に

は
パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施
し
な
が
ら

不
審
者
（
車
）
の
発
見
や
子
ど
も

を
守
る
活
動
を
行
う
と
の
事
で
す
。

八
頭
町
同
和
問
題
講
演
会

○ 

日 

時　

8
月
6
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
か
ら 

○ 

場 

所　

郡
家
公
民
館 

大
集
会
室

○ 

講 

師　

山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

   　
　
　
　

川か
わ
ぐ
ち口 

泰や
す

司し 

さ
ん 

 

演
題　

〜
若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

 　
　

差
別
っ
て
い
っ
た
い
な
ん
や
ね
ん
? 

鳥
取
県
で
は
、
お
年
寄
り
も
子

ど
も
も
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
出
来
る
鳥
取
県
に
な

る
よ
う
に
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
建
物
の
基
準
な
ど
を
定
め
た「
鳥

取
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
定
め
て
い
ま
す
。

年
齢
や
障
害
の
あ
る
・
な
し
な

ど
に
関
係
な
く
、
だ
れ
も
が
安
心

し
て
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
は
、

ま
ち
に
気
軽
に
出
か
け
て
、
自
由

に
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行
き
、
や

り
た
い
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
建
物
の
入
り
口
に

段
差
が
な
く
、
ま
た
、
車
い
す
の

人
も
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
や
駐
車

場
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
が
た
く

さ
ん
あ
れ
ば
、
私
た
ち
だ
れ
も
が

気
軽
に
ま
ち
に
出
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
と
き
、

さ
り
げ
な
く
声
を
か
け
た
り
手
伝

っ
た
り
で
き
る
人
が
増
え
た
ら
、

ど
ん
な
に
す
て
き
な
ま
ち
に
な
る

で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
だ
れ
も
が
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
を
み
ん
な
で
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
が
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
で
す
。
そ
し
て
、「
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
み

ん
な
に
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ

る
人
な
ど
が
、
ま
ち
の
中
で
ど
ん

な
こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
か
、
困

ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
、
考
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。（
鳥
取
県
保
健
福
祉

課
発
行
の
冊
子
よ
り
）

さ
て
、
最
近
と
て
も
気
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
よ
く

買
い
物
に
行
く
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
「
車
い
す
使
用
者
駐
車
場
」

に
健
常
者
の
方
が
平
気
?
で
停
め

て
い
る
こ
と
で
す
。
中
に
は
、
一

緒
に
乗
っ
て
い
た
子
ど
も
さ
ん
が

「
こ
こ
、
い
い
の
」
と
言
う
の
に
対

し
て
「
今
日
は
い
い
の
」
と
答
え

る
お
母
さ
ん
。

せ
っ
か
く
買
い
物
な
ど
に
出
か

け
て
も
、
駐
車
場
が
使
え
な
く
て
、

あ
き
ら
め
て
帰
っ
た
り
、
空
く
ま

で
ず
っ
と
待
っ
て
い
た
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

停
め
ら
れ
な
い
と
分
か
っ
て
い

て
も
、「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」「
空
い

て
い
る
か
ら
」
と
停
め
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
も
い
ず
れ

は
高
齢
者
と
な
り
、
ま
た
、
自
分

も
い
つ
事
故
や
病
気
で
障
害
の
あ

る
体
に
な
る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

「
車
い
す
駐
車
場
」
に
つ
い
て
、

県
の
条
例
に
は
、
▽
出
入
り
口
か

ら
の
移
動
距
離
を
で
き
る
だ
け
短

く
す
る
。
▽
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
幅

を
三
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

と
す
る
。
▽
表
示
は
車
が
駐
車
す

る
と
隠
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
箇
所

の
み
で
は
な
く
、
立
て
看
板
等
の

見
や
す
い
方
法
で
表
示
す
る
。
等

の
整
備
基
準
が
あ
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
の
方
は
、
全
国
で

約
三
百
五
十
二
万
人
、
八
頭
町
で

約
千
二
百
人
の
方
々
が
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
共
生
を
願
い
な
が
ら

暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

条
例
を
作
り
、
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
私
た
ち

の
障
害
者
や
お
年
寄
り
に
対
す
る

意
識
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

人
権
教
育
推
進
員　

垣
本　

博
規

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

「
人
権
の
ひ
ろ
ば
」

　
　
　
　

 

〜
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を!

〜
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八
頭
町
体
育
協
会
各
種
大
会
の
結
果

今
年
の
八
頭
町
体
育
協
会
主
催

事
業
も
、
各
専
門
部
並
び
に
体
育

指
導
員
さ
ん
等
の
ご
協
力
で
、
大

会
実
施
の
内
容
な
ど
を
検
討
し
な

が
ら
新
し
い
八
頭
町
に
向
か
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
各
大
会
と
も
家
族
や
仲

間
の
方
か
ら
の
熱
の
入
っ
た
応
援

も
あ
り
、
参
加
者
に
よ
る
好
プ

レ
ー
や
接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
参
加
者
並
び
に
応

援
の
方
々
の
親
睦
も
図
ら
れ
な
が

ら
、
和
気
あ
い
あ
い
穏
や
か
な

雰
囲
気
で
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る

大
会
へ
も
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く

だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
各
大
会

の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

・
八
頭
町
壮
年
選
抜
地
域
対
抗
野 

球
大
会
（
4
月
2
日
〜
5
月
26 

日　

郡
家
野
球
場
ほ
か
）

優　

勝　

八
東
壮
年
選
抜

準
優
勝　

船
岡
壮
年
選
抜

三　

位　

郡
家
壮
年
選
抜

・
八
頭
町
野
球
春
季
大
会 

中
学

校
の
部
（
5
月
28
日　

八
東
野

球
場
）

優　

勝　

中
央
中
学
校

準
優
勝　

船
岡
中
学
校

三　

位　

八
東
中
学
校

・
八
頭
町
野
球
春
季
大
会 

社
会 

　

人
の
部
（
5
月
24
日
〜
6
月
7 

　

日　

郡
家
野
球
場
） 

 

優　

勝　

Z
E
R
O-

O
N
E

    　
　

（
八
東
地
域
）

準
優
勝　

イ
ー
ス
ト

    　
　

（
郡
家
地
域
）

三　

位　

ウ
エ
ス
ト
バ
リ
ー

    　
　

（
船
岡
地
域
）

三　

位　

ロ
ー
ト
ル
ズ

    　
　

（
八
東
地
域
）

・
八
頭
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大 

会
（
5
月
21
・
28
日　

郡
家
野

球
場
ほ
か
3
会
場
）

優　

勝　

郡
家
西
区
チ
ー
ム

    　
　

（
郡
家
地
域
）

準
優
勝　

第
6
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ー
ム

    　
　

（
船
岡
地
域
）

・
第
一
回
八
頭
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
6
月
1
8
日　

八
東
若

者
体
育
館
ほ
か
2
会
場
）

男
子
の
部

優　

勝　

新
興
寺・小
別
府
チ
ー
ム

    　
　

（
八
東
地
域
）

準
優
勝　

八
東
9
組

最
優
秀
選
手
賞

　
　
　
　

鎌
田　

吉
雄

　
　
　

   （
新
興
寺
・
小
別
府
チ
ー
ム
）

女
子
の
部

優　

勝　

石
田
百
井
チ
ー
ム

    　
　

（
郡
家
地
域
）

準
優
勝　

坂
田
チ
ー
ム

    　
　

（
船
岡
地
域
）

最
優
秀
選
手
賞

　
　
　
　

森
田
真
菜

　
　
　
　
（
石
田
百
井
チ
ー
ム
）

・
八
頭
町
親
善
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

大
会
（
7
月
1
日　

八
東
川
水 

辺
プ
ラ
ザ
） 

優　

勝　

北
尾　

 

昇 　

打
数　

54    

　
　

 

（
福　

本
）

準
優
勝　

尾
崎　

綾
子　

打
数　

55

    　
　

（
鍛
冶
屋
）

第
3
位　

井
上　

君
子　

打
数　

56
    　

　

（
万
代
寺
）

第
4
位　
綾
木　

教
友　

打
数　

57

    　
　

（
福　

本
）

第
5
位　
池
本　

 

操 　

打
数　

57

    　
　

（
稲　

荷
）

第
6
位　
十
鳥　

英
郎　

打
数　

57

    　
　

（
久
能
寺
）

第
7
位　
尾
崎　

道
正　

打
数　

59

    　
　

（
鍛
冶
屋
）

第
8
位　
田
村　

健
吉　

打
数　

59

    　
　

（
郡
家
東
区
）

第
9
位　
福
田　

満
義　

打
数　

60

    　
　

（
郡
家
中
区
）

第
10
位　
十
鳥　

和
子　

打
数　

60

    　
　

（
久
能
寺
）

第
11
位　

岡　

春
重　

打
数　

60

    　
　

（
篠

波
）

第
12
位　
草
刈　

計
嘉　

打
数　

61

    　
　

（
郡
家
中
区
）

第
13
位　
西
尾　

清
志　

打
数　

61

    　
　

（
郡
家
西
区
）

第
14
位　
井
上　

艶
子　

打
数　

62

　
　

    

（
万
代
寺
）

第
15
位　
小
林　

正
憲　

打
数　

63

    　
　

（
日

田
）

・
八
頭
町
武
道
大
会
（
4
月
23

 
日　

郡
家
武
道
館
）

剣
道 

個
人
小
2
・
3
年

　

第
1
位　

小
谷　

紗
弥
（
宮
谷
）

　

第
2
位　

守
部　

克
哉
（
東
）

　

第
3
位　

森
田　

恵
梨
奈（
郡
家
）

　

第
4
位　

杉
本　

瑠
佳
（
郡
家
）

剣
道 

個
人
5
年
生

　

第
2
位　

安
藤　

赳
広
（
郡
家
）

　

第
4
位　

小
谷　

将
大
（
宮
谷
）

剣
道 
個
人
中
学
1
・
2
年
生

　

第
1
位　
岡
田　

明
浩
（
新
興
寺
）

　

第
2
位　

西
尾　

優
一
（
花
）

剣
道 

個
人
中
学
3
年
生

　

第
1
位　

田
渕　

潤
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
津
黒
）

空
手 

小
学
校
形
の
部

　

第
2
位　

小
谷　

慶
太
（
国
中
一
区
）

　

第
3
位　

森
木　

涼
志
（
久
能
寺
）

空
手 

小
学
校
組
手
の
部

　

第
1
位　

森
木　

涼
志
（
久
能
寺
）

　

第
2
位　

小
谷　

慶
太
（
国
中
一
区
）

　

第
3
位　

坂
本　

翔
平
（
大　

江
）

空
手 

中
学
校
形
の
部

　

第
3
位　

谷
口　

晃
基
（
坂　

田
）

空
手 

中
学
校
組
手
の
部

　

第
2
位　

坂
本　

仁
健
（
大　

江
）

　

第
3
位　

谷
口　

晃
基
（
坂　

田
）

　

第
3
位　

小
谷　

哲
也
（
国
中
一
区
）

柔
道 

個
人
小
1
・
2
年

　

第
1
位　

竹
内　

翔
太
（
門　

尾
）

柔
道 

個
人
小
3
・
4
年

　

第
1
位　

中
嶋　

海
人
（
花　

原
）

　

第
3
位　

木
村　

駿
介
（
上
峰
寺
）

　

第
3
位　

木
村　

友
美
（
上
峰
寺
）

柔
道 

個
人
小
5
・
6
年

　

第
1
位　

岡
本　

竜
斗
（
久
能
寺
）

柔
道 

団
体
小
学
校
低
学
年
の
部

　

第
1
位　

郡
家

柔
道 

団
体
中
学
校
の
部

　

第
3
位　

郡
家
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郡家図書館  八頭町宮谷256-4　☎（0858）72-6660
船岡図書室  八頭町船岡539-1　☎（0858）72-3970
八東図書室  八頭町北山48-1　　☎（0858）84-6622
http://library.town.yazu.tottori.jp/

八頭町
図書館（室）情報

　新しく入った本
＊他館所蔵のものは、お取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネット・携帯電話からも予約ができます）

休館日 開館時間 10：00 ～ 18：00

 ８月 19 日郡家図書館おはなし会（15：00～16：00）

1　500円でわかるグーグル             学習研究社　　
2　オシムの言葉           　　　　　木村　元彦　　
3　陽の子雨の子             　　　　　豊島　ミホ　　
4　のりたまと煙突　　　　　　　　 星野　博美　　
5　わたしの、好きな人 　　　　　　八束　澄子　　
6　若おかみは小学生 1 ～ 6          令丈　ヒロ子　

郡家図書館

1　澪つくし    　　　　 　　　　　   白井　のり子
2　夜の公園　　　 　　　　　　　   川上　弘美　
3　@ベイビーメール 　　　　　　  山田　悠介
4　リンドキストの箱船　　　　       アン・ハラム
5　芸のためなら亭主も泣かす 　  　 中村　うさぎ
6　おばけのもり         　　　　　　 石津　ちひろ

船岡図書室

1　あぐり白寿の旅         　　　　　 吉行　あぐり
2　松井秀喜 55の言葉         　　　  松下　茂典
3　ドラママチ         　　　　　　　 角田　光代
4　あやしうらめしあなかなし　　　 浅田　次郎
5　おれはレオ      　　　　　　　　 佐々木　マキ
6　都会のトム&ソーヤ 4  　　　     はやみねかおる

八東図書室

図書館（室）では、自由研究や工作、宿題など
に関した本を探すお手伝いをします。

困った人は、今すぐ図書館（室）へ！！
☆何を調べる（作る）か決まっていない人へ
　→テーマ集やガイドブックなどがあります。
☆調べ方（作り方）がわからない人へ
　→内容にあわせた本を紹介します。
　　調べる…図鑑（小学館NEOシリーズなど）
　　　　　　百科事典、統計の本 など
　　工　作…リサイクル工作の本 など
☆自由研究・工作などの本の貸出はひとり3冊まで
とさせていただきます（延期はできません）。

☆図書館（室）にさがしている本がない場合は
ほかの図書館から取り寄せてご提供します。

　＊図書館資料を利用しない席の利用（持ち込み
　　資料のみでの自習など）はご遠慮ください。

～小・中学生のみなさんへ～
夏休みの図書館（室）利用について

夏休みおはなし会を各館でひらきます。
おともだちをさそってきてくださいね。
◎郡家図書館
　8 月 5 日（土）午後３：00 ～４：00
　郡家図書館 2 階 研修室
◎船岡図書室
　8 月 9 日（水）午前 10:30 ～ 11:30
　船岡図書室 2 階 大広間
◎八東図書室
　8 月 8 日（火）午前 11:00 ～ 11:30
　山村開発センター 1 階 小会議室

＊事前の申込みは不要です。
＊大人も子どももはいれます。

<夏休みおはなし会があります>



夏
バ
テ
知
ら
ず
の
体
づ
く
り
を
〜
夏
場
の
食
事
を
工
夫
し
よ
う
〜
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緊
急
通
報
装
置
の
取
り
付
け
が
で
き
ま
す

ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
状
況
に
あ

る
高
齢
者
に
対
し
急
病
や
災
害
時

等
の
緊
急
時
に
、
迅
速
か
つ
適
切

な
対
応
を
図
る
た
め
緊
急
通
報
装

置
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
と
は
、
緊
急
事

態
が
発
生
し
た
場
合
、
装
置
に
付

い
て
い
る
ボ
タ
ン
や
ペ
ン
ダ
ン
ト

型
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、
緊
急

通
報
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
あ
る
協
力

員
等
へ
連
絡
さ
れ
る
と
い
う
も
の

で
す
。

取
り
付
け
・
撤
去
の
際
に
は
利

用
者
の
世
帯
の
所
得
税
額
に
応
じ

て
負
担
の
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。設

置
後
の
修
理
及
び
移
動
、
通

常
の
電
話
料
金
・
装
置
の
電
池
代

そ
の
他
維
持
管
理
等
に
要
す
る
費

用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
又

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

食欲増進　おいしいレシピ
蒸
し
暑
い
日
が
続
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
季
節
に
な
る
と

胃
腸
が
弱
く
な
っ
て
食
欲
が
な
く

な
り
、
気
だ
る
さ
を
感
じ
ま
せ
ん

か
?
そ
の
疲
労
感
が
「
夏
バ
テ
」

で
す
。

夏
は
体
力
の
落
ち
る
時
期
で

す
。睡
眠
・
食
事
・
適
度
な
運
動
と
、

日
頃
か
ら
の
規
則
正
し
い
生
活
リ

ズ
ム
が
よ
り
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。
早
め
に
就
寝
し
て
疲
れ
を
と

り
、
食
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

て
、
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

・
ビ
タ
ミ
ン
B
群
を
含
む
食
材
を

ビ
タ
ミ
ン
B
群
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
や
老
廃
物
の
代
謝
に
必
要

で
す
。
夏
場
は
B
群
が
不
足
が
ち

に
な
る
の
で
、
食
事
か
ら
ビ
タ
ミ

ン
B
群
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
B
群
を
多
く
含
む
食
品

豚
肉
・
レ
バ
ー
・
う
な
ぎ
・
発

芽
玄
米
・
に
ん
に
く

・
夏
野
菜
を
と
り
入
れ
た
食
事
を

　

旬
の
夏
野
菜
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
素
が
た

く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
体
の

熱
を
と
り
、
冷
や
し
て
く
れ
る
、

体
に
や
さ
し
く
お
い
し
い
食
材
で

す
。

主
な
夏
野
菜

き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・

ピ
ー
マ
ン
・
冬
瓜

〝
夏
バ
テ
防
止
〞
の
ポ
イ
ン
ト

①
水
や
お
茶
で
十
分
に
水
分

補
給
を
す
る
。

②
1
日
3
食
、
種
類
を
豊
富

に
し
っ
か
り
食
べ
る
。

③
睡
眠
を
十
分
と
り
、
疲

れ
を
た
め
な
い
よ
う
に
す

る
。

なすの肉じそ巻き
【材料】（４人分）

ナス・・・・・・・・・・中２本
塩・・・・・・・・・・・小さじ1/ 2
豚肉（しゃぶしゃぶ用）・・16枚
青じそ・・・・・・・・・16枚
小麦粉・・・・・・・・・適量
サラダ油・・・・・・・・大さじ２
酒・・・・・・・・・・・大さじ２
濃口しょうゆ・・・・・・大さじ１
プチトマト・・・・・・・８個

【作り方】
①ナスのへたをのぞき、半分に切り、４
つ割にして塩小さじ 1/2 をからめ 20 分
おいて水気をふく。

②豚肉を１枚ずつひろげ、ナスを端にお
き、クルクルと巻く。

③青じそ１枚ずつを②に巻き全体に小麦
粉をまぶす。

④フライパンに油をしき、③をころがし
ながら焼く。

⑤焼き色がついたら酒としょうゆをまわ
し入れからめる。

⑥皿に盛り、プチトマトを添える。
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麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

平
成
18
年
6
月
に
麻
し
ん
・
風

し
ん
予
防
接
種
の
制
度
改
正
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
よ
り
高
い
予
防

効
果
を
得
る
た
め
に
、
年
長
児
す

べ
て
の
人
が
第
二
期
の
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
（
M
R
）
予
防
接
種
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。（
麻
し
ん

又
は
風
し
ん
に
か
か
っ
た
人
は
か

か
っ
て
な
い
方
の
単
独
の
予
防
接

種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

平
成
18
年
度
の
第
二
期
の
対
象

者
は
平
成
12
年
4
月
2
日
〜
平

成
13
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
で

す
。こ

の
年
長
児
の
方
に
は
、
接
種

券
及
び
予
診
票
を
段
階
的
に
お
送

り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
麻

し
ん
又
は
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
人
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
第
一
期
・
第
二
期
の
対

象
年
齢
外
の
2
歳
か
ら
7
歳
6
か

月
未
満
の
人
で
麻
し
ん
又
は
風
し

ん
予
防
接
種
を
ま
だ
受
け
て
お
ら

ず
今
回
実
施
を
希
望
す
る
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
平
成
19
年
3
月
31

日
ま
で
は
、
町
が
公
費
負
担
を
し

ま
す
。
た
だ
し
、
任
意
接
種
と
な

り
ま
す
の
で
、
健
康
被
害
に
つ
い

て
は
国
の
健
康
被
害
救
済
制
度
の

対
象
と
な
ら
ず
、
独
立
行
政
法
人

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
に

基
づ
く
救
済
制
度
を
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

接種方法 接種期間 対象年齢
「
麻
し
ん
・
風
し
ん
に
か

か
っ
た
こ
と
の
な
い
人

は
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

（
M
R
）
ワ
ク
チ
ン
。
風

し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の

あ
る
人
は
麻
し
ん
ワ
ク
チ

ン
。
麻
し
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
は
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
。」
の
い
ず
れ

か
各
一
回
（
計
二
回
）

（
第
一
期
）
1
歳
の
誕
生

日
か
ら
2
歳
の
誕
生
日
の

前
日
ま
で
（
第
二
期
）
年

長
に
な
っ
た
4
月
1
日
か

ら
翌
年
3
月
31
日
ま
で

（
第
一
期
）
1
歳
〜
2
歳

未
満
（
第
二
期
）
5
歳
以

上
7
歳
未
満
の
小
学
校
就

学
前
の
一
年
間
（
年
長
児
）

日 曜日 内容 時間 場所 対象

1 火
検診結果説明会 ９:30 ～ 11:00 八東体育文化センター 6/26 に基本健診を受けた方

水中運動教室 14:00 ～ 14:45 八東保健センター 一般

2 水 検診結果説明会 ９:30 ～ 11:00 八東体育文化センター 6/27・28に基本健診を受けた方
7 月 一般健康相談 ９:30 ～ 11:00 郡家保健センター 一般

8 火

総合検診 受付 ８:30 ～ 10:00 大江多目的集会場 検診案内ちらしをご覧ください。

水中運動教室 14:00 ～ 14:45 八東保健センター 一般

検診結果説明会 13:30 ～ 15:00 八東公民館 7/3 に基本健診を受けた方
9 水 検診結果説明会 13:30 ～ 15:00 八東公民館 7/4・5に基本健診を受けた方
10 木 検診結果説明会 ９:30 ～ 11:00 船岡保健センター 7/6 に基本健診を受けた方
11 金 総合検診 受付 ８:30 ～ 10:00 大江地区公民館 検診案内ちらしをご覧ください。

18 金 糖尿病予防教室 10:00 ～ 13:00 郡家保健センター 希望者

21 月
育児相談 ９:30 ～ 11:30 郡家保健センター 乳幼児等

デイ・ケア ９:30 ～ 15:30 郡家保健センター 精神障害者等
22 火 水中運動教室 14:00 ～ 14:45 八東保健センター 一般
23 水 6か月児健診 受付12:45 ～ 13:00 郡家保健センター H17.12.20 ～ H18.1.23 生
24 木 2歳児歯科検診 受付12:30 ～ 12:45 郡家保健センター H16.5.28 ～ H16.7.15 生

28 月 一般健康相談 ９:30 ～ 11:00 八東、船岡保健センター 一般

29 火
総合検診 受付 ８:30 ～ 10:00 船岡公民館 検診案内ちらしをご覧ください。

水中運動教室 14:00 ～ 14:45 八東保健センター 一般
30 水 離乳食講習会 受付 ８:30 ～ 10:00 郡家保健センター 乳幼児等
31 木 1歳 6か月児健診 受付12:30 ～ 12:45 郡家保健センター H17.1.11 ～ H17.2.28 生
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船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
開
催
日
決
定

11
月
2
日
（
木
）・
4
日
（
土
）・
5
日
（
日
）

7
月
12
日
に
第
1
回
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
今
年
の
文
化
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
は
11
月
2
日
（
木
）・
4
日

（
土
）・
5
日
（
日
）
に
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
の
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

は
、
昨
年
か
ら
の
増
改
築
工
事
に

よ
り
地
域
福
祉
事
業
室
が
新
し
く

で
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
部
屋
を

利
用
し
て
意
見
・
体
験
発
表
等
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
後
日
町
報

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

 

福
祉
と
人
権
の
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

 　
　
　
　
　
　

隣
保
館
運
営
審
議
会
開
催

　

隣
保
館
は
、
同
和
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
速
や
か
な
解
決
に
資
す
る
行
政

機
関
と
し
て
、
問
題
の
解
決
に
向

け
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
隣
保
館
の
運
営
事
項

を
審
議
す
る
た
め
運
営
審
議
会
を

6
月
29
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
事
内
容
は
、
各
館
ご
と
の
昨

年
度
の
事
業
報
告
及
び
今
年
度
の

計
画
に
つ
い
て
の
説
明
で
し
た
。

審議会のようす

陶
芸
・
健
康
講
座

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢

者
の
自
立
支
援
や
生
き
が
い
を
高

め
て
い
く
た
め
に
創
作
・
軽
作
業

と
し
て
陶
芸
教
室
を
6
月
16
日
と

7
月
11
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

田
村 

国
雄
さ
ん
の
指
導
の
も

と
、
粘
土
を
細
長
く
棒
状
に
し
て

ろ
く
ろ
を
回
し
な
が
ら
積
み
上
げ

て
い
き
、
抹
茶
茶
碗
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。
作
品
を
作
り
な
が
ら
指

の
運
動
も
で
き
、
次
の
焼
き
上
が

り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

楽しみながらの作品づくり＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊体

の
健
康
づ
く
り
講
座

市
内
で
開
業
し
て
お
ら
れ
る

「
健
康
ケ
ア
ハ
ウ
ス
田
口
」
の
田

口 

博
気
導
師
を
お
迎
え
し
て
、

6
月
27
日
と
7
月
6
日
に
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
の
体
は
、
樹
木
の
よ
う
に
根

か
ら
養
分
等
を
吸
収
し
て
大
き
く

な
っ
て
い
く
よ
う
に
、
口
か
ら
食

物
を
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
つ
ま
り
、
食
べ
物
が
悪
け

れ
ば
、
体
に
も
悪
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
正
し
い
食
生
活
を
実
践
す

る
こ
と
で
か
な
り
の
部
分
が
予

防
・
改
善
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
食
事
を
変
え
て
腸
を
き

れ
い
に
し
て
、
血
液
を
き
れ
い
に

す
れ
ば
全
身
の
細
胞
が
元
気
に
な

り
病
気
の
予
防
改
善
に
つ
な
が
る

と
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

丁寧に指導してもらいました

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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「 

人
権
啓
発
推
進
者
に
願
う
こ
と 

」

7
月
7
日
（
金
）
午
後
7
時
か

ら
郡
家
隣
保
館
に
於
い
て
人
権
・

同
和
問
題
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。全

5
回
開
催
す
る
中
の
第
1
回

目
に
当
た
る
こ
の
日
は
、
7
月
10

日
か
ら
8
月
9
日
ま
で
の
部
落
解

放
月
間
を
目
前
に
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
部
落
解
放
同
盟
八
頭
町

協
議
会
の
森
下
冷
蔵
議
長
に
「
人

権
啓
発
推
進
者
に
願
う
こ
と
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

森
下
さ
ん
は
、
約
60
年
も
の

間
、
解
放
運
動
を
し
て
来
ら
れ
た

と
い
う
経
験
を
も
と
に
、

1
「
生
ま
れ
た
地
に
誇
り
」
を

　

も
っ
て
い
る

2
「
隠
そ
う
と
す
る
こ
と
」
は

　

問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い

　

3
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」

　
　

を
も
と
に

4
「
自
分
自
身
の
思
い
」
を
語

　
　

る
こ
と
の
大
切
さ

5
「
他
人
ご
と
と
せ
ず
」
早
期

　
　

解
決
へ
の
意
気
込
み
を

6
「
自
信
を
も
っ
て
」
推
進
を

以
上
6
点
を
解
説
し
な
が
ら
、

推
進
に
当
た
っ
て
の
思
い
・
願
い

を
1
時
間
に
わ
た
っ
て
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
76
名
は
、
経

験
豊
富
で
説
得
力
の
あ
る
講
師
の

話
を
今
後
の
推
進
に
活
か
そ
う

と
、
必
死
で
メ
モ
を
と
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

全
5
回
の
詳
細
日
程
等
は
広
報

や
ず
7
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
を
願
っ
て

地
域
福
祉
事
業
の
一
環
で
6
月

16
日
に
上
私
都
改
善
セ
ン
タ
ー
で

「
脳
卒
中
対
処
法
」「
転
倒
予
防
の

心
掛
け
」
等
の
講
話
を
取
り
入
れ

た
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

6
月
23
日
に
久
能
寺
地
区
会
館

で
「
食
生
活
の
改
善
に
よ
る
生
活

習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
」
の
お
話

と
家
族
の
健
康
を
考
え
た
健
康
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
今
で
も
部
落
差
別
は
あ
る
の
で
す
か
?
」

                 

〜
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
刷
り
込
み
〜
〔
38
分
〕

ビ
デ
オ
教
材
紹
介

ま
る
で
同
和
問
題
が
な
く
な
っ

て
い
る
か
の
よ
う
な
、
解
決
し
て

し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
風
潮
に
対

し
て
、
一
石
を
投
じ
る
た
め
の
問

題
提
起
の
ビ
デ
オ
で
す
。

同
和
対
策
事
業
な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
実
態
的
差
別
、
環
境

な
ど
目
に
見
え
る
も
の
は
あ
る
程

度
改
善
さ
れ
、
一
見
、
部
落
差
別

は
な
く
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
目
に
見
え
な
い
心

理
的
差
別
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。素

朴
な
疑
問
と
し
て
、「
今
で

も
部
落
差
別
は
あ
る
の
で
す
か
」

と
い
う
問
い
か
け
も
あ
り
ま
す
。

表
現
を
か
え
る
と
、「
同
和
問
題

は
も
う
解
決
に
向
か
っ
て
い
る
の

で
す
ね
?
」
と
い
う
問
い
か
け
も

あ
り
ま
す
。一
見
素
朴
で
あ
る
が
、

人
権
啓
発
の
現
場
で
説
明
し
に
く

い
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
対
し
、
同
和
地
区
住
民

や
解
決
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る

人
、
行
政
職
員
や
教
職
員
な
ど
の

多
く
は
、
同
和
問
題
が
解
決
し
て

い
な
い
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
ま

す
。
同
和
地
区
の
教
育
、
就
労
、

生
活
な
ど
に
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の

課
題
が
あ
り
、
持
続
的
な
支
援
活

動
が
な
け
れ
ば
、
生
活
基
盤
は
崩

壊
し
、
以
前
の
差
別
実
態
に
戻
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

危
機
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
で
は
、
差
別
意
識
は
同

和
地
区
の
外
で
再
生
産
さ
れ
、
こ

の
問
題
を
忌
避
す
る
と
い
う
今
日

的
な
問
題
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
で
提

起
し
、
解
決
の
筋
道
を
考
え
あ
う

も
の
で
す
。
現
代
の
部
落
差
別
は

「
さ
わ
ら
ぬ
神
に
た
た
り
な
し
」

「
避
け
る
と
い
う
忌
避
意
識
」
の

中
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ド

ラ
マ
の
中
ほ
ど
に
名
刺
の
問

題
で
「
部
落
問
題
に
対
す
る
市
民

意
識
の
現
わ
れ
、
で
す
か
ね
え
」

と
い
う
部
分
や
、
終
わ
り
近
く

で
「
私
は
思
う
ん
で
す
け
ど
…
部

落
問
題
は
実
は
、
部
落
外
の
私
た

ち
の
問
題
じ
ゃ
な
い
か
。
部
落
差

別
っ
て
部
落
外
で
起
き
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
…
」
と
い
う
部
分
を

よ
く
聞
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ビ
デ
オ
に
つ
い
て
の
お
問
い

　
　

合
わ
せ
は
教
育
委
員
会

　

☎
84-

1
2
3
2
ま
で

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

森下講師

講座参加者

健康相談のようす調理実習のようす
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り
連 絡 先

郡家公民館☎72-3113
船岡公民館☎72-0085
八東公民館☎84-3001

6
月
8
日
（
木
）
、
初
心
者

の
方
を
対
象
に
、
八
東
公
民
館
前

庭
で
、
つ
つ
じ
・
松
な
ど
の
庭
木

の
手
入
れ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。庭

木
の
手
入
れ
の
仕
方
、
剪
定

の
時
期
の
他
に
も
、
刈
り
込
み
バ

サ
ミ
の
研
ぎ
方
な
ど
、
参
加
者
27

名
が
熱
心
に
受
講
さ
れ
、
質
問
等

も
活
発
に
飛
び
交
い
ま
し
た
。

予
定
し
て
い
た
2
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
、
「
松
の
手

入
れ
の
仕
方
を
も
っ
と
習
い
た

い
!
」
な
ど
の
声
も
あ
り
、
秋
に

も
開
催
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
講

習
を
終
え
ま
し
た
。

生
き
生
き
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー

 

庭
木
の
手
入
れ
講
習
会

大好評につき、
秋も開催します。

　

7
月
13
日（
木
）、八
東
公
民
館
第
2
回
高
齢
者
大
学
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
公
民
館
を
飛
び
出
し
、
合
併
し
た
町
内
を
知
ろ
う
と
学
級
生
約

80
名
が
郡
家
・
船
岡
の
名
所
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

八
頭
町
内
の
知
ら
れ
ざ
る
名
所
や
観
光
地
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、

学
級
生
同
士
、
バ
ス
内
や
昼
食
時
に
親
睦
を
深
め
る
良
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
県
東
部
と
県
外
の
日
帰
り
視
察
研
修
2
回
を
含
め
、
あ
と

6
回
の
学
習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

 　八東公民館 第 2回高齢者大学

八頭町内視察研修
７月13日

8月八東公民館行事のお知らせ
                            生き生き暮らしセミナー

ゆかた着付け教室 

鳥取放牧場間近で風力発電を見学

道谷冨士夫講師から五輪塔群の説
明を受ける受講生（安徳の里）

庭木の講習

8月5日（土）14:00～ ※詳しくは八東公民館（☎84-3001）
　におたずね下さい

八東公民館
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船
岡
公
民
館
で
は
、小
学
生
を
対

象
と
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
竹
と
ん
ぼ

と
水
鉄
砲
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
丸
山
の
木
下
さ
ん

に
お
世
話
に
な
り
、
1
年
生
か
ら

6
年
生
ま
で
の
20
名
が
参
加
し
て

行
い
ま
し
た
。
最
初
に
竹
と
ん
ぼ

作
り
に
挑
戦
。
最
初
は
思
う
よ
う

に
削
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
指
導

に
よ
り
削
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
時
間

の
関
係
で
水
鉄
砲
を
作
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
作
っ
た

竹
と
ん
ぼ
を
思
い
思
い
に
飛
ば
せ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

夏
休
み
中
に
も
計
画
が
あ
り
ま

す
の
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

第
一
回
目
の
女
性
教
養
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
女

性
の
方
に
趣
味
や
教
養
の
知
識
を

広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
6
回
の

予
定
の
中
か
ら
、
今
回
は
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
を
12
名
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。

              
            
               
  　

「
と
て
も
楽
し
く
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。」「
作
品
を
作
る
楽

し
さ
を
久
し
ぶ
り
に
あ
じ
わ
い
ま

し
た
。」
な
ど
、
参
加
者
の
み
な

さ
ん
に　

大
変
喜
ば
れ
た
教
室
で

し
た
。 女

性
教
養
教
室

（
7
月
15
日
）

郡
家
ふ
れ
あ
い
大
学
が
開
校

6
月
27
日
に
、
郡
家
ふ
れ
あ
い

大
学
開
校
式
を
行
い
ま
し
た
。
ふ

れ
あ
い
大
学
で
は
郡
家
地
域
の
高

齢
者
2
3
8
名
が
、
午
前
は
講
演

会
、
午
後
は
カ
ラ
オ
ケ
、
囲
碁
、

園
芸
な
ど
様
々
な
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
郡
家
公
民
館

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
教
室
ス
タ
ー
ト
!

週
末
の
子
ど
も
た
ち
に
色
々
な

体
験
を
す
る
機
会
を
提
供
し
よ
う

と
、
子
ど
も
教
室
「
郡
家
西
お
も
し

ろ
講
座
」「
郡
家
東
な
ん
で
も
体
験

塾
」
が
今
年
も
始
ま
り
ま
し
た
。

料
理
教
室
や
囲
碁
教
室
、
も
の
づ

く
り
な
ど
を
開
催
、
地
域
の
方
が
指

導
に
当
た
り
、
子
ど
も
た
ち
は
交
流

を
深
め
な
が
ら
体
験
学
習
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

見
事
な
サ
ツ
キ
が
ず
ら
り

６
月
27
・
28
日
に
、「
サ
ツ
キ
展
」

を
行
い
、
郡
家
公
民
館
に
さ
つ
き

同
好
会
の
皆
さ
ん
が
、
丹
精
込
め

て
育
て
た
作
品
を
展
示
、
訪
れ
た

方
は
熱
心
に
観
賞
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
生
涯
学
習
講

座
「
サ
ツ
キ
の
管
理
」
も
開
催
し
、

剪
定
、
鉢
植
な
ど
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。（
さ
つ
き
同
好
会
で

は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。）

生
涯
学
習
講
座
を
月
1
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
郡
家

公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

削り方を指導

八頭町政について考えました

今回「笹まき作り」に挑戦
サツキの剪定・鉢植を学習中

船
岡
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

（
７
月
１
日
）  　

作業の説明

仕上がった作品

郡家公民館

船岡公民館
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地域で子どもを育てよう

八頭町家庭教育相談員

◎郡家地域

福田 公彦（奥 谷）
小谷  勲（宮 谷）
横山 君江（上峰寺）

主任児童委員
井上美栄子（郡 家）
岡森 早苗（延命寺）

◎船岡地域

中村 恵子（下 濃）
岡島 友子（船 岡）
福田みどり（見槻中）
豊口 富江（福 井）
主任児童委員
清水 民子（下 濃）
西宮 賢治（見槻中）

◎八東地域

内田 静江（安井宿）
田中 朝子（茂 田）
田中 京子（ 島 ）

主任児童委員
小林 峰子（日 田）
上田 敏夫（茂 田）

【連絡先】八頭町教育委員会事務局 生涯学習課  ☎（0858）84‐1232  FAX（0858）84-1201
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E メール ht-syougaigakusyuu@town.yazu.tottori.jp

子どもの健やかな成長はみんなの願いです

だれかに話を聞いてもらうだけで、気
持ちが楽になることもあります。私たち家
庭教育相談員へお気軽にご連絡ください。

★ 子どもとの向きあい方

★ しつけについて

★ 父親の子育て参加について

★ 子どもを見ているとイライラしてしまう等

各地域に研修を受けた家庭教育相談員を委嘱し、
子育てに関する様々な相談に応じています。

八頭町では…

た
と
え
ば

子 育 て 支
援センターへ
行ってみませ

んか？
子育てに対する思
いが違うんです

最近子育て
疲れぎみ

つい手
がでて
しまう
…

こんなことで悩んで
いるのは私だけか…

ついつ
い 怒
鳴って
しまう

孫をつい甘やかして
しまう

もっと手
伝いをさせた
いのですが

すっきり
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★目標
　⑴青少年が日々の生活の中で心身を育て、友情を育んでいけるように心がける。
　⑵家庭及び地域をはじめ県民全体で、青少年の非行防止及び水難、交通事故などの防止に努める。

★地域の役割
　⑴安全点検、巡回・パトロール活動を実施しよう！
　　・河川、用水路、道路、公園などを点検し、施設や用具の整備、危険箇所の修理、表示及び広報を行う
　　　とともにパトロールを行い、不慮の事故防止に努める。
　　・スーパー、コンビニエンスストアなどで、子どもたちだけでいる姿を見かけたら、一声かけるよう努める。

　⑵子どもたちの自主的活動をのばそう！
　　・広場の開放の呼びかけや河川敷の除草などを行い、子どもたちの遊び場の提供に努める。
　　・子ども会、スポーツ少年団や地域行事、奉仕活動などへの積極的参加を呼びかける。

　⑶地域のおじさん・おばさん運動を展開しよう！
　　・子どもたちに積極的にあいさつや声かけを行い、地域の輪を広げる。
　　・よいことは褒め、やってはいけないことは注意する
　　　※町内小中学校は８月２８日（月）まで夏休みですので、地域で子どもたちを見かけることが多いと
　　　　思います。子どもたちの生活を注意深く見守ってください。
　　　　また、子どもたちが事件などに巻き込まれることなく、楽しく安全に生活できるよう、より一層注
　　　　意してください。

★家庭での心がけ
　　・親子が話し合う機会を多く持ち、子どもの不安や悩み、興味や関心を知り、親子の信頼・きずなを強める。
　　・親子がともに汗を流す機会をつくる。
　　・年齢に応じて、家事の手伝いに責任を持たせる。
　　・外出するときは、行き先、同行者、帰宅時間などの連絡をさせる。
　　・花火の取扱いに注意し事故防止に努め、後片づけもきちんとさせる。また、危険な刃物や玩具は持たせない。
　　・子どもの交友関係、持ち物などにも気を配る。
　　・喫煙・飲酒や覚醒剤などの薬物使用を、絶対させない。
　　・交通ルールを身につけさせるとともに、オートバイ・自動車などの無免許運転、無謀運転は絶対させない。
　　・規則正しい生活をさせる。
　　・携帯電話やインターネットなどによる有害情報への接続をさせない。
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参加者募集 !!

郷土出身でバルセロナオリンピック銀メダリストであります森下広一さん (現トヨタ自動車九州監督 )をお迎え
して、「第1回森下広一杯八頭町マラソン大会」を10月9日 (体育の日 )に船岡中学校校庭を発着点として行います。
大会には森下監督を始め、所属のトヨタ自動車九州陸上部の選手も参加致します。競技種目は下記の要項にも記載
していますが、ファミリーの部から3キロ・5キロ・10キロ・ハーフマラソンの計17種目用意致しました。是非
この機会に、オリンピックメダリストと一緒に走ってみませんか。町民の皆様をはじめ、多数の参加申込をお待ち
しています。

◇大 会 主 旨　本町出身であるバルセロナ銀メダリ
ストである森下広一氏を招き、中学・
高校生時代に走り続けた森下広一ロー
ド（日本陸連公認船岡コース）を舞
台に、多くの 人が集い、走ることに
よって健康増進と体力向上を図る。     

◇開 催 日 時　平成18年10月9日（月）体育の日
　・受　　付…8:30～9:20
　・開 会 式…9:20～9:45
　・スタート…10:00～ 

◇会 場　八頭町船岡中学校グラウンド
スタート・ゴール

◇コ ー ス　日本陸連公認船岡コース

◇種目・参加資格　別表のとおり

◇参 加 料　・一般     2,000円              
・高校生    1,000円
・町外小中学生 1,000円
・町内小中学生 無料
・ファミリーの部は参加者全員無料

　※申し込み後の参加料の払い戻し
　　は行いません。

◇表 彰　各種目ごと1位から6位まで表彰を行い
ます。（閉会式は行いません。）ただ
し、参加者が10人未満の場合は、3位
までとします。

◇昼 食　弁当は700円で斡旋します。         

◇申込用紙　大会事務局（八頭町教育委員会）・八頭町
役場本庁舎・船岡支所・八東支所・郡家公
民館・船岡公民館・八東公民館に準備して
います。

※町内の小学4年生から中学3年生は各
学校で配布した「参加申込書」

◇申込方法　指定の参加申込書（郵便振替用紙になっ
ております。）をご利用ください。

※申込書に必要事項を記載のうえ、
郵便局で参加料を支払ってくださ
い。申込用紙は自動的に事務局へ
届くようになっています。

※このほか申込書と費用を直接申込
先へ届けて頂いても結構です。

※ファミリーの部への参加申込は、
当日受付です。

◇申 込 先　大会事務局（八頭町教育委員会）・八頭
町役場本庁舎・船岡支所・八東支所・郡
家公民館・船岡公民館・八東公民館へ

◇申込締切　平成18年8月17日（木）
※当日消印有効
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森下広一杯
★　もれなく全員に参加賞進呈
★　完走者全員に完走証お渡し
 　　（ファミリーの部は除く）
★　なめこ汁サービス !

第 1回

部 種　目 参　加　資　格 スタート時間
1

ハーフ
一般男子

11時 00分
2 一般女子

3

10km

15歳以上39歳までの男子

11時 10分4 40歳以上の男子

5 15歳以上の女子

6

5km

中学生以上39歳までの男子

10時 55分

7 40歳以上49歳までの男子

8 50歳以上59歳までの男子

9 60歳以上の男子

10 中学生以上39歳までの女子

11 40歳以上の女子

12

3km

70歳以上男女

10時 30分

13 中学生以上69歳までの男子

14 中学生以上69歳までの女子

15 小学生男子

16 小学生女子

ファミリー 2km 制限なし 10時 00分

 【お問い合わせ先】
〒680‐0601 鳥取県八頭郡八頭町北山63番地1
　八頭町教育委員会事務局 生涯学習課内
　｢第1回森下広一杯八頭町マラソン大会実行委員会」事務局
　TEL（0858）84-1232　FAX（0858）84-1201



毎月19日は「食育の日」
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地上デジタルテレビ放送は、2003年12月1日か
ら関東、中京及び近畿の一部において開始され、
2006年末までには、全ての都道府県庁所在地にて
開始されることとなっています。現行の地上アナ
ログテレビ放送は、地上デジタル放送への移行に
伴い、2011年7月24日までに終了します。

地上デジタルテレビ放送を視聴するには、①地
上デジタル放送対応のテレビに買い換える②地上
デジタルチューナーを買い足す③地上デジタル放
送対応済みのケーブルテレビで視聴する、各方法
があります。
詳しくは、下記へお問い合わせ願います。
【お問い合わせ先】

■受信相談/総務省地上デジタルテレビジョン放送
受信相談センター☎（0570）07-0101

■視聴エリア/（社）地上デジタル放送推進協会
ホームページ http://www.d-pa.org

ポリテクセンター鳥取では、離職・転職の方が
いち早く再就職ができるよう、そのために必要な
知識・技能を身につけていただくために、6か月
間の能力再開発の職業訓練を行っています。

受講料は無料ですので、ぜひ活用してください。
◇募集内容
　現在、10月入所生を募集しています。
　募集締切は9月6日（水）
◇訓練コース（各科定員15名）
　・テクニカルオペレーション科
　　NC工作機械による金属加工、CADシステム

　による製図を習得
　・金属加工科
　　板金、プレス加工、アーク溶接など金属加工    

　の仕事を習得
　・電気設備科
　　気設備工事の設計・施工、配電盤・制御盤    

　の基本作業を習得
　・住宅サービス科
　　木造住宅の建築の仕事を習得
　・ビジネスワーク科
　　事務処理一般の仕事を習得
【入所希望の相談・お問い合わせ先】
　■八頭郡八頭町宮谷200
　　ハローワーク郡家 ☎73-0211
　■鳥取市若葉台南7-1-11
　　ポリテクセンター鳥取 ☎（0857）52-8802

◇日時　平成18年8月20日（日）10：00～15：00
◇場所　若桜町中之島公園
◇内容　●楽市楽座（各市町地元の特産物、飲食

コーナー） ●さかなのつかみどり（やま
め・イワナ ・アマゴ） ●夏休み宿題コー
ナー（竹細工、木工、 カレンダー作り等） 
●ステージイベント（地元郷 土芸能、
地元保育園児の歌と踊り） ●カッパの学 
校（植物観察会、水辺の生き物観察会） 
●その他

千代川フェスティバル 2006 開催

地上デジタルテレビ放送への完全移行のお知らせ

再就職のための職業能力開発訓練生募集

8月24日は、千代川の日です  

「食育」は、「食」に関する知識、「食」の選び方
や組合せ方などを習得して、健全な食生活を実践
するためのものです。
「食育」の対象は、子どもたちはもちろんですが、

全ての消費者が各々の状況に応じた情報を受けと
り、自主的に「食育」を推進することが重要です。19
日には今一度健全な食生活について考えてみましょう。

食生活指針
～毎日元気に過ごすために～

☆食事を楽しみましょう。

☆1日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを。

☆主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。

☆ごはんなどの穀類をしっかりと。

☆野菜・果物、牛乳・乳製品、豆類、魚なども組

　み合わせて

☆食塩や脂肪は控えめに。

☆適正体重を知り、日々 の活動に見合った食事量を。

☆食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい

　料理も。

☆調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく。

☆自分の食生活を見直してみましょう。



鳥取県職員・警察官採用試験(高校卒業程度)及
び公立学校栄養職員採用試験 (短大卒業程度 )

毎月勤労統計調査特別調査にご協力を !
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◇試験日程
・県職員及び公立学校栄養職員
受 付 期 間：8月10日（木）～8月25日（金）
第1次試験日：9月24日（日）
・警察官
受 付 期 間：8月10日（木）～8月25日（金）
第1次試験日：9月17日（日）
・県職員〔身体障害者対象〕
受 付 期 間：8月23日（水）～9月6日（水）
第1次試験日：9月17日（日）

◇受験案内（申込書）
・配布場所 鳥取県庁受付、各県民局、県内警
察署（警察官のみ）など
※鳥取県のホームページにも掲載されていま

す。ホームページからの申込書の印刷や、イ
ンターネットによる受験申込みもできます。

（インターネットによる申込みは、申込期限
が異なりますのでご注意ください。）

※郵送を希望される場合は 90 円切手を貼った
返信用封筒（あて先記入）を同封し、「県職
員請求（高卒程度）」、「警察官請求（高卒程度）」
又は「県職員請求（身体障害者対象）」と朱
書きして請求してください。

募集職種、受験資格、申込方法等詳しくは受験案内
をご覧いただくか、下記までお問い合わせください。
【お問い合わせ先】

〒680-8570 鳥取市東町1丁目271
鳥取県人事委員会事務局任用課 ☎（0857）26-7553
ホームページ http：//www.pref.tottori.jp/jinji/

厚生労働省では、本年7月31日現在で、常用労
働者を1～4人雇用している事業所を対象に、毎月
勤労統計調査特別調査を実施します。

この調査は、1～4人規模事業所における賃金、
労働時間及び労働者数の動向を明らかにする大切
な調査です。調査対象となる事業所には、8月か
ら9月にかけて統計調査員が訪問して調査にうか
がいますので、今回調査対象となった事業主のみ
なさんのご協力をお願いします。

調査した内容は統計を作るためにのみ使われ、
税金の算定や労働基準法、その他の法律に基づく
取締りなどに用いることは絶対にありませんの
で、ご理解とご協力をお願いします。

ご多忙中のこととは存じますが、調査の重要性
をご理解の上、ご協力くださいますようお願いい
たします。　　　　　　　　　　　　厚生労働省
　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥 取 県

学生募集 (国内航路船舶職員養成 )
独立行政法人海技教育機構国立波方海上技術短

期大学校では国内航路の船舶職員（船長・機関長・
航海士・機関士）養成のため、学生を募集します。
◇修業年限　2年間
◇募集人員　90名
◇入学資格　高等学校卒業または同等以上の学力

があると認められる者（平成19年3
月高等学校卒業見込みの者を含む）

◇入学試験　1）自己推薦入学試験（小論文・基礎
学力検査・面接・書類審査（身体検
査証明書・調査書・自己推薦書）） 

　　　　　　2）自己推薦入学試験（小論文・基礎
学力検査・面接・書類審査（身体検
査証明書・調査書・学校推薦書））

　　　　　　3）一般入学試験（前・後期）（筆記
試験（国語総合・数学 I・英語 I）・面接・
書類審査（身体検査証明書・調査書））

◇出願期間　1）自己推薦
　　　平成18年 9月1日～ 9月22日
2）推  薦
　　　平成18年10月1日～10月30日
3）一般（前期）
　　　平成18年10月1日～11月17日
4）一般（後期）
　　　平成18年12月18日～平成19年 
　　　 1月19日

◇試 験 日　1）自己推薦　平成18 年10月７日㈯
2）推 薦　平成18 年11月４日㈯
3）一般（前期）平成18 年11月25日㈯
4）一般（前期）平成19 年１月27日㈯

【お問い合わせ先】
〒799-2101 愛媛県今治市波方町波方甲1634-1
国立波方海上技術短期大学校
☎（0898）41-5278（教務課）FAX（0898）41-5038
<ホームページ>http：//www1.e-machisite.net/namikai/

（学校案内等無料でお送りいたしますので、ご
連絡ください。）

「はがき歌」全国コンテストの作品募集
文学者正岡子規が、日常的な用件を三十一文字（短

歌形式）に託し、親しみとユーモアにあふれる手紙
で相手に伝言したことに由来し、はがき歌全国コン
テストを実施します。（募集締切 平成18年11月10日）
【お問い合わせ先】

〒 790‐0857 愛媛県松山市道後公園 1‐30
松山市立子規記念博物館

「はがき歌」全国コンテスト係
☎（089）931-5566　FAX（089）934-3416
URL http://www.city.matsuyama.ehime.jp/ sikihaku/



講 座 一 覧

講 座 名 所要時間
よくわかる食品安全（1）
- 間違いだらけの食品安全の「常識」- 60 分

よくわかる食品安全（2）
- 食品安全行政の新たな動き - 90 分

よくわかる農薬に関する安全性の確保 60 分
よくわかる食品のトレーサビリティ 60 分
よくわかる食品の表示 60 分
気をつけてますか ?  毎日の食事
- 食事の栄養バランスと私たちの健康 - 60 分

家庭でできる食中毒予防
- 微生物による食中毒とその予防策 - 60 分

注）「所要時間」は、10 分程度の質疑時間を含む。
【ご連絡先】

中国四国農政局鳥取農政事務所 消費生活課
☎（0857）22-3131（代） FAX（0857）24-6775
< ホームページ >http://www.tottori.info.maff.go.jp

県が重点的に取り組んでいる事業や課題について、県
の部長や課長などの職員が、みなさんの開催する集会な
どに伺い分かりやすく説明し、意見交換をする「出前説
明会」を行っています。

職場や地域などのグループで、お気軽に県庁県民室に
お申し込みください。（希望日の2週間前まで）
◇説明会のテーマ　「地域づくり・まちづくり」、「福祉・

保健・医療」、「商工業・労働」などの分野について、
計180のテーマを用意しています。（県政に関するこ
とであれば、その他のテーマでも結構です。）
◇申し込みができる方　参加人数が概ね20人以上の集

会で、地域住民、企業、民間団体などが開催するもの
が対象となります。

◇開催時間と会場　原則として、申し込まれる団体等
のご希望に合わせます。（曜日、時間帯を問いません。）
1回の実施時間は、質疑・意見交換を含めて2時間程
度です。会場は、お申し込み団体等でご準備ください。

【申込・お問い合わせ先】
鳥取県総務部県民室
☎（0857）26-7752　FAX（0857）26-8112

〔ホームページ〕
http://www.pref.tottori.jp/soumu/kenminshitsu/ 

わかりやすい県政をめざします
「出前説明会」のご案内
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毎日の食生活の中で、「この食べ物は安心なの ?」
とか、「この食品の表示は信用できるのかしら ?」
といった疑問を持たれることも多いのではないで
しょうか。そんな疑問にお答えするため、農政事
務所では、ご希望の日時・場所に、職員などを無
料で派遣する「食の知っ得講座」を実施していま
すので、ぜひご利用ください。
◇ご利用方法
　お申し込みまでのおおよその流れは下の図のと

おりです。ご不明な点は、下記「ご連絡先」まで、
お気軽にお問い合わせください（講座の内容は、
下記「講座一覧」をご覧ください）。

①グループを作る 10 人程度以上のグループを作
ってください。自治会、PTA、消費者団体など
のほか、新たに作ったグループでも構いません。

②講座を選ぶ 下記「講座一覧」の中から、受講
したい講座を選んでください。

③会場を確保する 主催者である皆さんに会場を
確保して頂くのが基本ですが、確保が難しい場
合は、お気軽にご相談ください。

④申し込む 下記「ご連絡先」にお申し込みくだ
さい。その際、お名前、ご希望の日時・講座名、
参加人数などをお知らせください（都合により、
ご希望に添えない場合もあります）。

※上記の講座とは別に、農政事務所庁舎などを会
場とした講座も、年数回程度実施していますの
で、ご近所お誘いあわせの上ご参加ください（開
催に先立ち、農政事務所の広報紙やホームペー
ジなどに、日時・場所などを掲載します）。

「 食 の 知 っ 得 講 座 」
知って得する食の知識をお届けします

法務局及び鳥取県人権擁護委員連合会では、悩みを持
った女性が気軽に相談できる専用の電話相談窓口である
「女性の人権ホットライン」（平日午前8時30分～午後5
時15分開設）を、女性に対する暴力をなくす運動期間中
の1週間を強化週間とし、次のとおり開設時間を延長して
相談に応じます。

男女差別、セクシュアル・ハラスメント、ドメスティ
ック・バイオレンス、ストーカー等の相談や困っている
問題等あらゆることの相談に応じます。

秘密は固く守りますので、お気軽にご相談ください。
◇日 時

平成18年11月13日（月）～平成18年11月19日（日）
月曜日～金曜日 午前8時30分～午後7時30分
土曜日、日曜日 午前10時～午後5時

◇電話番号　0570-070-810（全国共通）

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間について

※なお、この期間以外でも、平日午前8時30分～午後
5時15分まで、この電話番号で相談に応じています
（時間外でも留守番電話で対応しています）。

【お問い合わせ先】
鳥取地方法務局人権擁護課 ☎(0857)22-2289
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支払月 内容 支出額
4月 才代麒麟獅子舞保存会寸志 3,780
〃 鳥取市長選挙当選祝 5,670
〃 下私都観桜会寸志 3,780
〃 市町村職員年金者連盟（八東）総会寸志 3,780
〃 五郎助まつり寸志 3,780
5月 献穀米播種式寸志 3,780
〃 叙位叙勲記念品 13,125
〃 叙勲記念品 27,300
〃 日本海政経懇話会会費 52,500
〃 東海鳥取県友会総会へ地元特産品 5,400
6月 献穀米田植え式寸志 3,780
〃 麻生急傾斜地崩壊防止工事完成祝賀会寸志 3,780
〃 香典6月分 2件 15,000
〃 花輪6月分 2件 16,000
〃 消防操法大会寸志 6,500
〃 郡家グラウンドゴルフ町長杯（カップ贈） 34,800

町長交際費のお知らせ
　平成 18 年 4 月から 6 月までの町長交際費は次
のとおりでしたのでお知らせします。   
◇支出内容

鳥取地方法務局倉吉支局では、平成18年9月11日㈪か
ら不動産登記及び商業・法人登記のオンライン申請を行
うことが可能となります。
これにより、
①インターネットを利用し、自宅や事務所から不動産登

記及び商業・法人登記の申請ができます。
②登記事項証明書（登記簿謄本）の送付をインターネッ

トで請求できます。
③インターネットを利用して会社・法人の印鑑証明書の

送付が請求できます。
④「登記済証（権利証）」に代わり「登記識別情報」及

び「登記完了証」が交付（通知）されます。
⑤土地又は建物の一筆（1個）ごとに「不動産番号」が付されます。
⑥これまでどおり書面による登記申請もできます。
なお、鳥取地方法務局登記部門では平成17年8月29日か

ら、米子支局では平成18年3月6日からオンライン申請
が開始されております。

【お問い合わせ先】
■鳥取地方法務局お客様相談室
　☎（0857）22‐2127 IP電話（050）3365‐6753
■鳥取地方法務局倉吉支局
　☎（0858）22‐4108

不動産登記及び商業・法人登記の
オンライン申請について

平成18年度八頭町職員採用資格試験の実施について
　八頭町では、平成19年度採用予定の下記の職種を
若干名募集したく、職員採用資格試験を次のとおり
実施します。
◇職 種 

一般行政職（身体障害者限定）、保育士職、保
健師職

◇受験資格
一般行政職…八頭町在住者又は出身者で、障

害の程度が1級から6級までの人
昭和 46 年 4 月 2 日から平成元
年 4 月 1 日までに生まれた人

保育士職等…八頭郡若しくは鳥取市在住者又は
出身者で、それぞれの職の資格免
許を有する人或いは平成19年 3月
31日までに取得する見込みのある人
昭和52年 4月 2日から昭和62年
4 月 1 日までに生まれた人

◇受付期間
　　平成 18 年 8 月 3 日（木）～ 8 月 25 日（金）
◇試験日時

第1次試験…教養試験（択一式）、作文試験等
　　　　　　平成 18 年 9 月 17 日（日）
第 2 次試験…口述試験、身体検査
　　　　　　平成 18 年 11 月上旬予定

◇試験会場
　　八頭町立中央中学校（八頭町郡家 296 番地）
◇申込用紙
　　八頭町役場総務課若しくは各支所地域振興課
【お問い合わせ先】
　八頭町役場総務課 ☎（0858）76-0201

最近、道ばたや公園、住宅の敷地などに犬のふんが放置
されていて大変困っているという苦情が寄せられています。

犬を散歩させる時のふんの後始末は、飼い主のとして当
然のマナーです。

住民の方の迷惑を考えて、ふんはきちんと後始末するよ
うにしましょう。

犬の飼い主のみなさんへのお願い
犬のふんの不始末はマナー違反です

夏場は特に食中毒が発生しやすい季節です。飲食
店のみならず家庭においても食品の取り扱いには十
分注意し、衛生管理の徹底に努め、食中毒の予防を
心がけましょう。

８月は食品衛生月間です
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農 業 者 年 金
ｰ特例脱退一時金について-

 農業委員会

農業者年金特例脱退一時金は、平成 13 年の法
律改正において、旧制度に加入している被保険者
の選択肢の一つとして設けられました。

その支給要件は、新制度施行（平成 14 年 1 月
1日）時点で、旧制度の保険料納付済期間と65歳ま
での期間を合計して20年以上あることが必要です。

新制度施行時にもお知らせしておりますが、本
人が特例脱退一時金か年金のいずれか一方を選択
することができます。特例脱退一時金を希望され
ます方は請求期限が、平成 19 年 1月 1日までと
なっておりますので早めにご請求下さい。ただし、
特例脱退一時金を選択すると旧制度の保険料納付
済期間等を精算してしまいますので、旧制度の年
金は受け取ることができなくなります。

なお、ご不明な点がありましたら農業委員会へ
お問い合わせください。
【お問い合わせ先】
　農業委員会事務局（八東庁舎）☎（0858）84‐1227

《おもな動き》
７／ 11
●第 4 回農業委員会
　議 事
　1. 農地法の規定による許可申請 
　　・第 3 条（所有権移転） 　　　　　　４件
　　・第 4 条（転用）        　　  　　　   ３件
　2. 農用地利用集積計画の決定 　　　　  18 件
　3. 農業振興地域整備計画の変更について

報告事項 
・農地法第 20 条第 6 項（合意解約） 　　   ４件
・農地法施行規則第5条第1項の届（転用）　 １件

 新築、増築など、また古くなって家屋を取り壊した
場合、役場へ届出ください。この届出をされないと、
固定資産税が課税されます。なお、登記してある、な
いに関わらず、滅失の届出が必要です。
◇届出書類
　家屋滅失申告書（役場、各支所にあります）
【お問い合わせ先】
　■八頭町役場税務課 ☎ 76-0204
　■船岡支所住民生活課 ☎ 72-0144
　■八東支所住民生活課 ☎ 84-1220

家屋を取り壊したら届出を!!

集落によっては、女性（婦人）専用の小型動力
消防ポンプを所有し、集落内で放水訓練等を行っ
ている女性消防隊（婦人消防自警団）等の名称
で、活躍されている団体がありますが、この度、
町消防団では、防火広報活動を中心に、各種消防
訓練・災害時の後方支援活動などを行っていただ
く女性消防隊を新設する計画です。

つきましては、この隊に入隊していただく、女
性消防隊員を下記により募集します。男女共同参
画社会の今、地域の安心・安全を守り、災害のな
い町づくりにあなたの力を求めます。
　◇業務内容

⑴一般町民等に対する啓蒙指導（防火広報活動等)
⑵消防事業の参加協力等（消防出初式等)
⑶各種消防訓練の参加（防災訓練・教養訓練等)
⑷災害時の出動（負傷者の救護・連絡調整等)
⑸その他

　※原則として、火災現場に出動して消火活動
　　は行いません。将来的には、放水技術を習
　　得し、小型動力消防ポンプによる初期消火
　　活動を行えるように考えています。
◇処 遇
　・活動手当を支給します。
　・制服等を貸与します。
◇募集人員　6名程度
◇応募資格
　本町に居住、又は勤務する18歳以上の女性
◇募集期間
　平成18年8月1日（火）～平成18年9月29日（金）
◇応募方法
　　本所・支所に備え付の入団申込書に必要事
　項を記入のうえ、下記の申し込み先に持参又
　は郵送で提出してください。

【申し込み及びお問い合わせ先】
　■本 所 総 務 課 ☎76-0201
　■船岡支所地域振興課 ☎72-0044
　■八東支所地域振興課 ☎84-1222

地域の安心・安全をあなたの力で
八頭町女性消防隊員募集

広報やずの前号（７月号）において、おくやみ欄
（p23）の「岸本けい 」さんは「岸本い 」さん
の間違いでありました。大変ご迷惑をおかけしまし
た。ここで訂正のうえお詫び申し上げます。

誤「岸本けい 」
正「岸本　い 」　

訂正とお詫び
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ひとのうごき　　　　　　　（敬称略）

八頭町の
世帯数と人口

7月 1日現在
（　）内は前月比

世帯数　　５，７２４世帯（±０）

総人口　２０，１３９人　（- ６）

　　男　　９，６９２人　（+４）

　　女　１０，４４７人　（-10）

お
め
で
た

郡
家
地
域

誕生日 なまえ ところ おとうさん・おかあさん

６月 10 日 ⻆野　俊
と し き

樹 （若　葉） 秀　典・千　秋

11 日 山本　惺
せ い か

珂 （国中一区） 哲　進・　恵　

12 日 安住　涼
りょうた

太 （フローラル） 彰　人・優　子

15 日 山根　蒼
そ う た

大 （カーサこおげ） 雅　之・美　沙

17 日 入江　 颯
りつ

 （堀　越） 淳　之・さやか

26 日 冨山　葵
あ お い

衣 （郡家西区） 詳　由・真理子

28 日 衣笠　玲
れ な

菜 （上津黒） 俊　二・保　美

29 日 松原　瑞
み ず き

希 （市　谷） 裕　司・佳代子
船
岡
地
区

６月 12 日 鎌谷しずく （下　町） 正　彦・克　恵

30 日 豊口　漣
れ ん と

人 （福　井） 昌　之・基代枝
八
東
地
域

６月 10 日 田淵健
けんたろう

太郎 （才　代） 喜　行・やよい

15 日 保木本麻
ま や

耶 （岩　渕） 　崇　・香　織

７月 １日 岸本　羽
わ こ う

煌 （徳　丸） 宗　康・美奈子

２ 日 山根　大
は る き

希 （富　枝） 和　仁・英津子

お
く
や
み

郡
家
地
域

日付 名　　前 ところ 年　齢

６月 13 日 細田　八郎 （大　門） 87 歳

24 日 田中　昌子 （郡家西区） 76 歳

24 日 石破満壽雄 （郡家殿） 78 歳

27 日 桒村　清野 （山　田） 90 歳

７月 １ 日 豊田　久子 （稲　荷） 86 歳

２日 中村　清實 （山　路） 69 歳

４日 上田　英子 （郡家東区） 86 歳
船
岡
地
域

６月 13 日 青木　正夫 （志子部） 86 歳

19 日 髙橋　鶴子 （下　町） 83 歳

７月５ 日 西村　勝野 （隼郡家） 80 歳
八
東
地
域

６月 14 日 山根　隆光 （富　枝） 89 歳

22 日 井上　凖一 （徳　丸） 80 歳

27 日 中原うめ子 （徳　丸） 90 歳

28 日 川西　絹代 （小別府） 69 歳

8月は・・・

 町 県 民 税　第2期分　の納付月です
完納にご協力をお願いします

県営住宅の入居者を次の要領のとおり募集します。
【団地名・所在地】

公営住宅入居者募集

【月額家賃】 収入調査により決定します。
【敷   金】 月額家賃の 3 か月分に相当する額
【募集期間】 ８月１日（火）～ 8 月 10 日（木）
【選   考】 入居審査会で決定します。
【入居予定】 ９月１日（金）
【入居資格】 下記の事項に該当する方

１現に同居し、又は同居しようとしている親
族（内縁関係、婚約者含む）がある方。

２入居申込をした日において、月収が20万円
以下であること。

３現に住宅に困窮していることが明らかな方
であること。

　申込者及び同居者に持ち家のある方は申込
みできません。

４地方税を滞納していないこと。
【お問い合わせ・申込先】
　八東支所 建設水道課 ☎ 84-1228

団地名 場所 構造等 間取り

県営住宅北
山団地6号

八頭町北山
205番地5

木造2階建
て3DK

1階和室6
畳、DK、浴
室、トイレ、
洗 面 脱 衣
2階  4 . 5
畳 、 6 畳

育児を一人でかかえこまないで、頼れる場・安心の
場としてご利用いただいていますファミリーサポート
センターですが、ただいま支援会員さんを募集してい
ます。子育てのお手伝いをしていただける方はご連絡
ください。また、子育ての手助けをしてほしい方も随
時募集していますので、ご連絡ください。
◇支援する主な内容
＊保護者の短時間就労の間のサポート
＊作業の間のサポート
＊保育所等の送迎と帰宅後のサポート
＊保護者の急用、病気等の場合のサポート

八頭町ファミリーサポートセンター

支援会員募集中

 《お知らせ》

　盆期間中の休業について 

　8/13 ～ 15 までお休みします。

【お問い合わせ・申込先】
　八頭町才代 129 番地 1 八東児童館内
　八頭町ファミリーサポートセンター ☎ 84‐1212
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男女共同参画啓発シリーズ⑮   
今月は、韓国の伝統芸能「サ

ムルノリ」について紹介します。
サムルノリとは、韓国に古

来から伝わる四種の農楽打楽器
であるケンガリ、チン、チャン
グ、プクを打ち鳴らしながら広
場で駆け回り踊る韓国・朝鮮の
伝統的な民族音楽です。四物と
書いて韓国語で“サムル”。

“ノリ”は遊戯の意味に該当します。横城郡庁には、この
サムルノリを演奏するクラブがあります。私も4月からその
クラブに入って、毎週水曜日の夜練習しています。私は、
チャングを担当しています。

チャングは、四種の農楽打楽器の中でも古い楽器で、農
楽はもちろん、民謡、舞踊などをはじめ、宮廷音楽、儀式
音楽、歌曲など幅広く演奏されている韓国音楽には欠かせ
ない重要な楽器です。最近は打法を楽譜化していますが、
本来、楽譜などは存在せず、先生の演奏を見て口で教えて
いてもらいながら、聞こえた音をそのまま頭で覚えます。

サムルノリを覚えるときには、最初にマスターしなけれ
ばならない楽器でもあり、これをマスターすると、他の楽
器にも応用出来るようになると言われています。

横城郡守退任・就任式のために八頭町長一行が6月29日に
来韓され、歓迎会が開かれました。その会で、私たちのク
ラブがサムルノリを披露しました。歓迎会の日が近づくに
つれ、週1回だった練習を週2回するようになりました。回
を重ねるごとにメンバーの息もぴったりと合ってきて、当
日はお揃いの衣装を着て、私たちの演奏は大成功に終わり
ました。たくさんの人から拍手をいただき、練習してきて
よかったなぁと思いました。今後もサムルノリの練習は続
けていくつもりです。今度は、チャング以外の楽器に挑戦
してみたいです。そして、研修が終わる頃には、4つの楽器
全て出来るようになりたいと思っています。

韓国 横城郡より  디
た な か

나카　미
み ほ

호（八頭町総務課職員 田中 美穂）

　　　　　　趙 横城郡守退任夕食会（6/29）

 안녕하세요 !（アンニョンハセヨ！）

チャングを演奏するところ

　父親も育児休業を取得しましょう！
育児休業の平成16年の取得率は県内では、

母親が62％、父親は０％と、そのほとんどが母
親です。男性は育児休業を取得しないのは「職
場に迷惑をかける」などを理由にしがちですが、
仕事を持つ母親にとっても同じ事が言えます。

そこで、母親だけでなく父親も育児休業を
取得することで、夫婦で楽しみや苦労を共有
しながら子育てをすることは、少子化の歯止
めにもつながっていくのではないでしょうか。

古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インクを使用し印刷しています。


